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議会改革推進会議「検討部会」会議録 

 

１ 開催日時  令和５年９月１５日（金） 午前９時５８分～午前１０時４１分 

２ 開催場所  第１・２・３委員会室 

３ 出席会員  部 会 長 福 沢 美由紀 

        副 部 会 長 新   秀 隆 

        部 会 員 森   英 之   伊 藤 彦太郎   小 坂 直 親 

                今 岡 翔 平 

        会 長 森   美和子 

        副 会 長 服 部 孝 規 

４ 欠席会員  櫻 木 善 仁 

５ 事 務 局  議会事務局長 渡 邉 靖 文 議事調査課長 大 泉 明 彦 

        書 記 新 山 さおり 書 記 西 口 幸 伸 

６ 案 件  １．第８２回検討部会の確認事項について 

        ２．議会改革白書２０２３への掲載内容の確認について 

        ３．議題 

         （１）議会の情報化について（検討課題４９） 

            ・議会グループウエアの導入検討について 

         （２）新たな議決項目の必要性について（検討課題２７） 

        ４．その他 

７ 経 過  次のとおり 
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午前９時５８分  開 会 

○部会長（福沢美由紀君） 皆さん、おはようございます。 

 議会改革推進会議第８３回、開催いたします。 

 ８２回の検討部会では、議員間の情報共有や議会としてのスケジュール管理に活用できるアプリＬ

ＩＮＥ ＷＯＲＫＳの説明を受けていただきました。これは８２回の確認ということで言わせていた

だきました。 

 次に、議会改革白書２０２３へ掲載内容の確認なんですけれども、資料１をご覧になっていただい

て、各種委員会・会議の決定事項についてということで、西口主任主査に説明いただきます。 

 どうぞ、お願いします。 

○議会事務局員（西口幸伸君） 資料１でございます。 

 議会改革検討部会のほうでご議論をいただきまして、議会改革推進会議のほうで決定をしていただ

きました議員の通称等の使用に関する規程の制定ということでございまして、その規程を制定したと

いう内容につきまして、資料１のとおりでございますが、白書のほうに掲載をさせていただくという

ことで確認をお願いしたいということでございます。以上でございます。 

○部会長（福沢美由紀君） 規程を制定しましたので、これを追加するということでよろしいですね。 

（発言する者なし） 

○部会長（福沢美由紀君） 次の議題に移ります。 

 先ほど報告させてもらいました議会の情報化についてでございます。検討課題４９になります。 

 議会グループウエアの導入検討について、前回、議会グループウエアの導入検討ということで、ア

プリＬＩＮＥ ＷＯＲＫＳの説明を受けていただきました。主に議会としてのスケジュール管理に活

用するために導入したいと考えているわけですが、無償の場合と有償の場合の違いなど、部会の皆さ

んからご意見、ご質問いただきましたので、事務局より説明をお願いいたします。 

 西口主任主査、お願いします。 

○議会事務局員（西口幸伸君） それでは、前回ご覧いただきましたデモでございます、ＬＩＮＥ 

ＷＯＲＫＳのほうでございます。ご意見をいただいたフリープラン、無償のものと有償のものの比較

ということでございます。資料２で、比較表になっておりますけれども、特徴的なところだけかいつ

まんでお話をさせていただきます。 

 まず１つが、共有ストレージというところでございます。こちらは、いわゆるデータを保存できる

上限ということでございますが、有償プラン、フリープランを見ていただきますと、フリープランの

ほうは５ギガバイトということでございまして、利用状況にもよりますけれども、そこに書いてあり

ますような３か月から４か月程度でいっぱいになってしまいますというような制限があるというとこ

ろでございました。 

 それから、今回この議会グループウエアを導入する目的の主なところでございますスケジュールの

部分でございますカレンダーという項目になってきますけれども、そこでフリープランと有償プラン

比較のところに書いてありますようなとおり、有償プランのほうをちょっと丸で囲ってございますけ

ど、見ていただくと、メンバーの予定表の詳細を公開、予定の時間枠のみ公開か選択可能というふう

に書いてあるんですが、有償プランはこのいわゆる時間枠のみの公開というのが選択できる。つまり、

皆さんのご予定というのを議会全体で共有する際に時間枠だけという表記、つまりプライベートなご
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予定とかもありますので、それを公開せずにいわゆるこの時間は何か予定がありますよというような

表示ができる選択が可能なんですが、フリープランのほうですと、全てが公開になってしまって、そ

ういった予定も共有されてしまいますよというような違いがあるというところです。 

 それから、もう一つは、広告の表示というのがあるんですけど、フリープランですといわゆる他社

の広告なんかが表示されるものがありますということで、大きくこの３つがフリープラン、有償プラ

ンでちょっと気になる違いになってまいります。 

 今回、比較で見ていただきましたが、やはりカレンダーの部分、予定を共有していくという部分に

おいて、皆さんがプライベートな予定まで公開されてしまうのは少し問題がありますので、もしＬＩ

ＮＥ ＷＯＲＫＳということでございましたら、有償プランでないとちょっと運用的には問題がある

のかなというふうに認識をしております。 

 前回のデモを受けていただいて、皆さんちょっとどういった感じを受けられたかというか、ご印象

を持たれたかというところもあろうかと思いますので、またこの後ご意見等、そこら辺についてもご

意見いただきたいなという思いがございます。 

 それから、あと今回、お一つだけデモを見ていただいたというところでございますので、ほかにも

スケジュール管理に使えるソフトというのはございます。例えば、他市議会、鈴鹿市議会さんやいな

べ市議会さんのほうで導入をされておりますグループウエアということで、サイボウズ Ｏｆｆｉｃ

ｅというものもありますので、そちらについてもデモを見ていただいたりして、比較検討していただ

いた上でどういったものにするかということで決めていただくのがいいのかなということでご提案し

たいなと思いますので、その点も含めまして意見をいただきたいなと思っております。以上でござい

ます。 

○部会長（福沢美由紀君） ご説明いただきましたが、皆さん、この間の質問、意見については、有

償と無償についていただいたということと、あとこれだけで決めてしまうのか、それとも他市や庁内

のいろんな動きもありますんで、ほかのものも見て決めるのかというところも含めてご意見いただき

たいと思います。 

 伊藤委員。 

○部会員（伊藤彦太郎君） ちょっと説明聞きまして、僕ますます有償である必要ないなと思ったん

ですわ。 

 そもそもスケジュール管理だけやったら、別にフリープランで十分やと僕は思うし、個人の予定が

どうたら言われましたけれども、個人の予定もここで管理するんかどうかといったらどうなんかなと、

逆に。これはあくまでも議会の予定を入れておくべきであって、個人の予定は、さらに議員って公私

の区別をはっきりさせることを求められるものなのに、別にこんなところで私ごとのスケジュールな

んて入れる必要がないんちゃうんかな。 

 ファイルのシェア、共有ストレージが５ギガしかないとかいうことやけど、そもそもSideBooksが

あるんやから、こんなもん関係ないと思います。 

 だから、私はもう結論からいうと、フリープランでまず始めて、それでも何か有償プランが要ると

いう話になってきたら、そのときに導入したらええと思いますね。 

 やることはええと思います。グループウエア自体が、私は基本的に議会にあまりそぐわないと思い

ます、そもそもが。 



－４－ 

○部会長（福沢美由紀君） 伊藤委員のご意見は、まずＬＩＮＥ ＷＯＲＫＳのフリーから始めたら

どうかということでいいんですか。 

 伊藤委員。 

○部会員（伊藤彦太郎君） はい。 

○部会長（福沢美由紀君） 皆さん、いかがですか。 

 今岡委員。 

○部会員（今岡翔平君） フリーを使い続けるというので、業者のメリットって何があるんですかね。 

○部会長（福沢美由紀君） 西口主任主査。 

○議会事務局員（西口幸伸君） フリープランのほうにもちょっと表記がありますとおり、広告収入

というものが入ってくるということになろうかと思います。 

 当然、使っていただくことによって企業のほうの存在というか、それを知っていただくというよう

なこともあろうかと思いますけれども、収入的には広告収入があるというところでございます。 

○部会長（福沢美由紀君） カレンダー機能の使い方として、今、自分の私的な用事があるとかそう

いうことも含めて紙で出していただいているのを、こういうものを使って共有することで、いろんな

スケジュールを立てやすくするということが目的だったんかなと私は思っているんですけれども、そ

こは皆さん、同じように思っていただいているということでいいですか。 

（発言する者なし） 

○部会長（福沢美由紀君） いいんですね、そういうことですね。スケジュール管理をするというこ

とで。 

 森委員。 

○部会員（森 英之君） スケジュール管理を事務局も議員もしやすいために、会議設定をスムーズ

にするためにということが目的かと思うので、私は伊藤委員おっしゃることもそうだと思うんですけ

れども、今回、目的はスムーズな議会運営をするためのものですので、個人のどういったものか分か

らんようにするというのが有償プランでありますので、それを活用してより効率よくするために活用

するというほうが私はいいと思います。 

○部会長（福沢美由紀君） 新副部会長。 

○副部会長（新 秀隆君） 音声通話・ビデオ通話のところで、フリープランは、複数人数の場合は

４名で、１回当たりの最長６０分までということですけど、これは有事の事態とか、家でコロナとか、

例えばかかったときにその２人、そういうふうな通話は４人までしかできやんということなんですか、

これは、その言葉どおりに。 

○部会長（福沢美由紀君） 西口主任主査。 

○議会事務局員（西口幸伸君） そこの表記のとおりでございまして、最大通話４人ということで４

名までというふうになっております。 

 音声通話・ビデオ通話ですけれども、あくまで今回私どもの考えておりますスケジュール管理の部

分とはまたちょっと別の部分になりますので、オプション的なものかというふうには考えております。 

○部会長（福沢美由紀君） 新副部会長。 

○副部会長（新 秀隆君） これは、Ｚｏｏｍとかああいうような使い方ではないというふうに理解

しておったらいいんですかね。 
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○部会長（福沢美由紀君） 西口主任主査。 

○議会事務局員（西口幸伸君） Ｚｏｏｍのような使い方もできるというふうに、いわゆる映像を見

ながら当然通話ができますので、そういう使い方ができるというふうには聞いております。 

○部会長（福沢美由紀君） 今、フリープランと有償プランについて議論いただいていますが、先ほ

どちょっと説明が最後のほうにあった他市さんも採用しているほかのグループウエアを検討するかど

うか。 

 庁内のことも含めて、他市さん、どこでしたか。もう一回ちょっとお願いします。 

 西口主任主査。 

○議会事務局員（西口幸伸君） 今、県内で、ご紹介しましたグループウエアのサイボウズ Ｏｆｆ

ｉｃｅというものを導入しておる市議会ということで、鈴鹿市議会さんといなべ市議会さんというの

はそれを導入しているというふうに聞いております。 

○部会長（福沢美由紀君） 庁内ももうされているんですか。まだ。 

 西口主任主査。 

○議会事務局員（西口幸伸君） これは、ちょっと予定というところではございますけれども、サイ

ボウズ社製のグループウエアに庁内のものを更新する予定があるというふうなことは聞いております。 

○部会長（福沢美由紀君） 漏れ聞いておるという程度ですね。これ亀山市、庁内のことですね。 

 どうぞ、新副部会長。 

○副部会長（新 秀隆君） さっきのサイボウズの件は、庁内というのは、亀山市としての庁内の方

向性ってある程度見えているところはあるんですか。ほかのプランも含めて。 

○部会長（福沢美由紀君） 西口主任主査。 

○議会事務局員（西口幸伸君） 庁内の方向性ということでございますけれども、今回、更新のタイ

ミングというものは来ておりましたので、その関係でちょっと合わせてグループウエアのほうも更新

をしていくということになっておりました。 

 なので、どういう会社にするかというのもいろいろあるんですけれども、たまたまというか、ちょ

っと確認したところによると、サイボウズ社製のものになる予定であるというふうに聞いているとい

うところでございます。 

○部会長（福沢美由紀君） 新副部会長。 

○副部会長（新 秀隆君） それは、合わす必要性というのはあるんではないかと思うんですけど、

それは議会だけ独自な形というのでも問題はないということですか。 

○部会長（福沢美由紀君） 西口主任主査。 

○議会事務局員（西口幸伸君） ネットワークが全く別でございますので、いわゆる庁内の環境とは

違いますので、構築したとしても。ですので、いわゆる議会のグループウエアと何か連携するような

ことはないです。 

 ただ、考えられるのは、他市議会さんとの連携とかいうところは少し考えられるところかと思いま

す。 

○部会長（福沢美由紀君） 今岡委員。 

○部会員（今岡翔平君） これって、そもそも導入するというのは、ここで決まる。 

○部会長（福沢美由紀君） 決定はしませんけれども、ここで議論をしっかりしておく。 
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 今岡委員。 

○部会員（今岡翔平君） それで、検討部会はこうするよというたたき案を全員に出すということで

すよね。 

○部会長（福沢美由紀君） いかがですかと。 

 今岡委員。 

○部会員（今岡翔平君） はい、ですよね。 

 私は、ほかの市町の比較検討は別に必要なくて、フリーでも有償でも、取りあえずもう調べてきて

もうたんで使ってみるというのでいいと思っています。 

○部会長（福沢美由紀君） どうですかね、皆さん。 

 今ちょっと有償がいいんじゃないか、あと無償でもう始めたらいいんじゃないかと２つに分かれて

おるわけなんですけれども、どうですか。 

 小坂委員。 

○部会員（小坂直親君） 経費はできるだけ削減して、事務局が一番やりやすい、業務にあんまり複

雑にならんと、事務局が一番やりやすい方法が一番ええと思う。 

 それぞれ意見は言うけど、結果的には事務局に負担ができるだけかからんように。事務局が一番使

いやすい方法がいいと思う。 

○部会長（福沢美由紀君） 伊藤委員。 

○部会員（伊藤彦太郎君） 僕も小坂委員の言われることと全く同じなんですけど、はっきり言って、

正・副部会長と、あと事務局で決めてもらったらええと思います。 

 でも、これで有償でも無償でもやってみるという方向はもう皆さん、多分間違いなくええと思って

みえると思うんでええと思います。 

○部会長（福沢美由紀君） 今岡委員。 

○部会員（今岡翔平君） だから部会長なり事務局は、もう有償プランで取りあえず始めてみるとい

う案でいきたいというのでよかったですか、認識は。 

○部会長（福沢美由紀君） 今日は、皆さんにまず有償と無償について理解をいただいた上で、この

２つで選んでいくのか、それとも他市も使っておるという事例もあるもんで、１つだけで決めるより

もほかも聞きたいなという皆さんのご意見なのかどうかを確認したかった。 

 今岡委員。 

○部会員（今岡翔平君） 私の意見なんですけど、私はとにかく自分で使ってみるというのが、タブ

レットにしても結局それやったもんで、使ってみてもらうというのが一番早かったもんで、それであ

れば、有償プランでもう取りあえずやってみるというのでいいのかなと思います。 

○部会長（福沢美由紀君） 有償でやろうという意見もありますし、無償からという意見があって分

かれておるという状況なんです。それで、小坂委員はどちらでもええけれども、ちゃんと使いやすく

て事務局が管理しやすいもの、最終的に経費もちゃんと見ていただくということで言うていただいた

と思うんですけど。 

 これは採決を採るようなことでもありませんし、もう事務局と部会長、副部会長で相談しましょう

か。 

 新副部会長。 
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○副部会長（新 秀隆君） 先ほどから、フリーも有償プランも大小はあれど機能的にはあれやで、

まずはフリーから始めて、それでいかんな、これでは駄目やなと事務局も思うんなら有償プランとい

う形で、まずはフリーから始めるというのがいかがなもんかなと思うんですけど。 

○部会長（福沢美由紀君） 新山グループリーダー。 

○議会事務局員（新山さおり君） すみません。それでは、フリープランであれば今すぐにでもでき

ますので、フリープランもしていただき、さらには有償プランはトライアルが２か月できますのでそ

ちらもしていただき、比較していただいた上で決定していただくというのはいかがでしょうか。 

○部会長（福沢美由紀君） 今、事務局から提案いただきました。 

 まずはフリープランを経験していただく。２か月というのは、フリープランを一旦やめて有償プラ

ンに切り替えて経験、２か月していただく、あるどこかでということですか。 

 新山グループリーダー。 

○議会事務局員（新山さおり君） 有償プランのトライアルは２か月というのが決まっておりますの

で、フリープランから始めたいということを業者のほうに一度確認しまして、一番有効な形でできる

ようにちょっと調整させていただきたいと思うんですけれども、同時にできれば同時でもいいんです

けど、皆さん、二重で管理していくのが大変になりますので、まずフリーをしてから、その内容をこ

ちらにある程度移行できたらいいんですけれども、移行してからまた有償プランを２か月トライアル

という形がいいのか、ちょっと検討させていただきたいと思いますがよろしいでしょうか。 

○部会長（福沢美由紀君） そうですね、トライアルというのは、別にフリーで使えるという意味で

はないんですね。 

 新山グループリーダー。 

○議会事務局員（新山さおり君） トライアルは有償プランが無料で試せるよという期間が２か月あ

ります。 

○部会長（福沢美由紀君） お試し期間だから、有償だけでも無料で使えるよということなんですね。

それが２か月あると。それをどっちからするかという話で、それも含めて、じゃあもうどっちも無料

なんで、事務局と部会長、副部会長でちょっと相談させていただくということで、ほかのグループウ

エアも検討するかどうかということについては、そういうご意見ございませんでしたので、そういう

ことでもう進めさせていただこうかと思います。またご報告させてもらいます。 

 それでよろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○部会長（福沢美由紀君） 次ですけれども、新たな議決項目の必要性について、検討課題２７です。 

 新たな議決項目の必要性についてでございますが、新たに議決事件に追加する計画について、前回

の検討部会では、立地適正化計画を新たに議決事件に追加してはどうかとの意見をいただいておりま

す。また、現在、各種計画については、各常任委員会で説明を受けるなどしっかりと関与はしていた

だいていますが、追加すべき計画がないか各会派でご協議いただいていると思います。 

 意見を集約したいと思いますので、もしご意見がありましたら、会派から聞いたよということでも

ええし、今委員さんが思っているということでいいですので、言っていただけますでしょうか。 

（発言する者なし） 

○部会長（福沢美由紀君） 立地適正化計画というのが上がっていますので、これはまず追加すると
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いうことを決めていっていいかどうかということなんですけれども、取りあえず、でも皆さん、特に

こうというご意見がないようでしたら、他市議会の基本条例における議決事件の追加などの状況を調

べてもらいましたので、資料をご用意させていただきましたので、それについて事務局から説明をい

ただきます。 

 新山グループリーダー。 

○議会事務局員（新山さおり君） では、資料の説明の前にご報告をさせていただきます。 

 無会派の方に、この追加すべき計画は何かないですかということでお聞きしましたところ、特には

ないですということでお伺いしております。それと今日、新和会さんのご意見につきましても、同じ

く追加するものはないということでしたので、ご報告だけさせていただきます。 

 それでは、資料３のほうをご覧ください。 

 こちらにつきましては、県内市議会におけます議会基本条例、法の９６条第２項の議決事件の状況

ということでお調べしております。 

 当市議会につきましては、基本構想及び基本計画、あと都市マスタープランについてを議決案件と

しておる中、他市議会について、特徴的な部分だけ説明させていただきます。 

 県内の他市議会、皆さん、基本構想、基本計画については全ての議会さんがほぼ議決案件にはして

おります。その中で、それ以外の計画を具体に上げている市議会につきましては、四日市市のほうと、

あと伊賀市、鳥羽市、それから尾鷲市が具体な計画を上げております。 

 四日市につきましては、こちらに記載のとおり、地域防災計画ですとか水防計画、老人福祉計画、

あと介護保険事業計画で、あとは都市計画に関する基本的な方針のうちの全体構想の策定ということ

で、恐らく都市マスタープランになるかと思うんですけれども、こちらのほうを上げてございます。 

 あと伊賀市につきましても、期間が５年以上のもので、市行政の基本的な施策に係る計画というこ

とで、今まで議決事件に上がった事例としましては、環境基本計画、あと文化振興ビジョン、水道事

業ビジョンなどを議決しておるということでした。 

 あと鳥羽市につきましては、令和４年にこの条例を改正しておるんですけれども、重要な計画等と

いうこの記載の２号の部分が改正されておりまして、以前はこの事例に書いております行革大綱、総

合保健福祉計画、観光基本計画、都市マスタープランというのが具体に明記がされておりました。こ

ちらを、今も現在、議決案件としておるんですけれども、それに加えてさらに重要な計画、関与すべ

き計画があった場合に関与できるように、議長が必要と認めるものとして関与できるように条例改正

をしたと聞いております。 

 あと尾鷲市につきましても、こちらに記載のとおり、都市マスタープラン、子ども・子育て支援事

業計画、母子保健計画、高齢者保健福祉計画、障がい福祉計画・障がい児福祉計画ということで具体

に計画名を上げていただいております。 

 伊賀市と鳥羽市につきましては、お伺いしたところ、執行部との意見交換の場を持ったり、あとは

執行部と調整し、この議決すべき計画は決定していると聞いております。 

 あと松阪市議会、伊賀市議会、伊勢市議会、いなべ市議会と定住自立圏構想推進要綱に定める定住

自立圏形成協定を締結した場合も議決案件ということになっておりますが、こちらは法のほうで定め

られておりまして、条例のほうでは補完する形で規定しているということを伺っております。 

 大きな差といいますとそのような形になるかと思います。以上でございます。 
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○部会長（福沢美由紀君） 説明は終わりました。 

 他市の状況をお聞きになりまして、皆さんからご意見がありましたら発言をお願いいたします。 

 今後亀山市議会がどうしていくかということですね。 

 皆さん、今お聞きになって、改めて各会派で意見集約していただいて、次にまた検討するというの

か、今のところご意見がない状況、この資料をいただくまではご意見のない状況の中で、立地適正化

計画というのが上がっていますのでそれをまずしようかということにするのか、ご意見をいただきた

いと思うんですがいかがですか。 

 今日、新和会さんもおらんし、持ち帰ってもらってもいいですか、どうですかね。もう進めたいで

すか、どうですか。 

 伊藤委員。 

○部会員（伊藤彦太郎君） 先ほど資料で、鳥羽市さんかな、何か具体的にこの計画というんじゃな

くて、市政の各分野における何か政策及び施策の基本的な方向を定める計画とか指針というのが出て

おるんですけれども、どれがどのこれに該当するかってどうやって決めるんかと、何か聞いています

か。 

○部会長（福沢美由紀君） 新山グループリーダー。 

○議会事務局員（新山さおり君） ちょっとお電話でお伺いしたんですけれども、必要に応じて、そ

の都度協議して決めていくということで、今のところ重要な計画としておるのが、こちらに記載して

おります事例の計画というのは伺っております。ただその都度ということで、その後、新たに何かを

議決したかというと、今のところはないと聞いております。 

○部会長（福沢美由紀君） 伊藤委員。 

○部会員（伊藤彦太郎君） 多分、何か追加するとしたら、こういうように重要な計画とかという話

が出てくるんやなと思うんですけど、例えば庁舎計画なんていうのは非常に大きいんですけれども、

１回やってしまったらそれで終わりなので、だから今後、引き続きこういうふうなのが出てくるとい

うようなのを思ったら、計画全てというふうにしてしまうという手もあるかなと思うんですけど、で

もそこまでする必要はないというふうな意見もほらあるやろうし、その辺はちょっと、鳥羽市さんみ

たいに、こういうふうに重要なものはというふうにできるんやけど、じゃあ重要なというのはどうや

って判断するのというのが分からんなというのが今の時点での印象なんで、そうするともう具体的に

これというふうにしていかざるを得ないのかなというのが印象ですけどね。 

 今のところ、これをせなあかんというのは僕の中ではないんですけど。 

○部会長（福沢美由紀君） ほかにはどうですか。 

（発言する者なし） 

○部会長（福沢美由紀君） また、そうしたら今日新しい資料もいただいたことですし、新和会さん

が欠席で、これ見ていただいてというところもないので、ちょっとそれを持ち帰っていただく方向で

もよいでしょうか。 

 森委員。 

○部会員（森 英之君） ちょっと整理をしていただきたいんです。 

 立地適正化計画というのは上がってきているので、まずそこを議決案件とするかというのを各会派

へ持ち帰るということと、ほかにそういうものが必要じゃないかということを含めて一度、もう一回
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会派で話し合ってということでよろしいんですかね。 

○部会長（福沢美由紀君） 議決案件に立地適正化計画を新たに追加しようというのは前回までにか

なりいただいているので、それをまたもう一遍持ち帰ってということはちょっと私考えていなかった

んですけれども、どうですか。やっぱりもう一遍持ち帰って検討なさりたい感じですか。 

 会長、お願いします。 

○会長（森 美和子君） これ立地適正化計画を議決案件に次はやるというのは、いつみんなにあれ

したんでしたか。 

○部会長（福沢美由紀君） 新山グループリーダー。 

○議会事務局員（新山さおり君） 立地適正化計画については、この体制になられる前の条例の検証

のときに意見が出てまいりましたので、１１月以降、新たな体制になった際にそういったご意見もあ

ったので、今回検討課題に上げて、ほかに何か議決すべき計画、追加していくかというご議論が始ま

ったんですけれども、前回の検討部会の中でもその立地適正化計画を上げてはどうかというご意見は

出ておりまして、じゃあほかにも何かあるのであれば併せて市長のほうに、執行部との調整が必要に

なりますので、させていただきたいということで会派に持ち帰っていただいた経緯がございます。 

 ですので、もう最終調整に入る前に、どの計画にするかをある程度決定していただいて、調整に入

りたいということで、今日意見を持ち寄っていただいたんですが、決定はしていないですね。 

○部会員（小坂直親君） 定住化というのはどこから出てきたの。議決せないかんというのは。 

○部会長（福沢美由紀君） ないの、ないの。ここで決めればいいの。亀山市議会で議決案件にする

かどうかということ。都市マスもそれはなかったので。 

 小坂委員。 

○部会員（小坂直親君） たたき台もないし目的もないし予算もないし、そんなものは何を議決する

んや。 

○部会長（福沢美由紀君） 新山グループリーダー。 

○議会事務局員（新山さおり君） すみません、２９年にも同じように都市マスタープランを議決案

件にした際に、ご協議を検討部会のほうでしていただいておるんですが、そちらを検討するに当たっ

ては、議決すべき計画に関する意向調査というのを全議員の方にさせていただいておりまして、何票

入ったというか、どの計画がすべきだということで調査をさせていただいております。 

 今回そういったアンケートなどは行っておりませんと、会派のほうに持ち帰っていただいてご意見

を聞いていただいておる形になっておりまして、もし必要であれば、そのようなこともさせていただ

くことは可能ですし、ちょっとその辺も含めてご協議いただければと思います。以上です。 

○部会長（福沢美由紀君） どうやって決めていくかというのを改めて。 

 小坂委員。 

○部会員（小坂直親君） 議決の何か、定住化構想の計画のたたき台ってあるの。 

○部会長（福沢美由紀君） まだ何にも新しいもの出ていない。 

 小坂委員。 

○部会員（小坂直親君） 定住化構想計画を入れるというんやけど、入れなあかんもんか文書にせな

分からへん。 

○部会長（福沢美由紀君） 皆さんには令和５年度の各種計画一覧表というのがもう既に渡っている
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と思うんですけれども、議決として取り扱うかどうかということについて、一遍この計画一覧をきち

っと見ていただいて、丁寧に一人一人にアンケートも取っていない、この新しいメンバーの中では、

１８人では取っていませんので、そういうことも含めて、やるかどうかということも含めてご意見い

ただけますか。 

 新副部会長。 

○副部会長（新 秀隆君） 前回のメンバーとの引継ぎという形にもなっておりますので、もう一度

意識を明確にするためにも、一旦ちょっと持ち帰りはいかがでしょうか。 

○部会長（福沢美由紀君） 今、新副部会長から、一旦、今日の新たな資料も含めて、あと全部の計

画一覧ももう一遍見ていただくということも含めて持ち帰っていただく。 

 審議の仕方としては、会派でやっていただくということでいいのか、前回やったように、一人一人

にどれがいいですかみたいなアンケート方式がいいのかということについてはいかがですか。 

 伊藤委員。 

○部会員（伊藤彦太郎君） 多分、一人一人アンケートというほどではないと思いますけど、会派で

持ち帰ってもらって、それでそこにきちっと言うてもうたらええと思いますけどね。当然無会派の方

も含めてですけど。 

○部会長（福沢美由紀君） 小坂委員。 

○部会員（小坂直親君） あんまり議決する項目をつくる必要はないと思っている。 

 今の総合計画でも今給食の件でも、これはもともと旧関町の場合は、基本構想は議決したの。基本

計画は議決しておらへんのや。今回議決しているもんでいろいろ問題が起こっておるわけやけれども、

基本的には計画までするとこういう問題が起こってくる、かえって逆に。執行部との関係もある。議

決を要するように、あんまり私はする必要はないというような考え方。執行部を拘束するような議決

は私はあまり好まん。 

○部会長（福沢美由紀君） 小坂委員のそう議決案件を増やす必要はないんじゃないかというご意見

も頂戴したところでございますが、一旦もう改めて、各会派で本日の資料も見ていただいて、各種計

画一覧表も見直していただいて、各会派で意見集約していただいて、次回の検討部会で決定していき

たいと思うんですが、よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○部会長（福沢美由紀君） それでは、そのようにいたしますのでよろしくお願いいたします。 

 次に、その他の項でございます。 

 次回の開催日でございますが、１年間の報告等がありますので、１０月上旬に開催したいと考えて

おります。改めて日程調整させていただきます。 

 本日の案件は以上でございますが、ほかに何かございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○部会長（福沢美由紀君） なければ、以上で議会改革検討部会を閉会いたします。ありがとうござ

いました。 

午前１０時４１分  閉 会 
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